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第 1節 研究背景と目的 
第 2節 研究の意義と方法 
第 3節 論文の構成 
第 1章 日本の介護福祉専門職の変遷過程と介護福祉教育の独自性と普遍性 
第 1節 世界の介護職教育と日本の介護福祉教育の特徴 
第 2節 日本における高齢化社会の特徴 
第 3節 日本における介護福祉専門職の変遷と確立 
第 4節 日本の介護福祉専門職養成校Ｍ短期大学の教育変遷 
第 5節 日本における介護福祉専門職教育の独自性と普遍性 
第 2章 中国大都市における高齢者介護の社会的需要の構成とその特徴 
第１節 人口高齢化の進展 
第 2節 高齢者の社会保障に関する制度政策 
第 3節 要介護高齢者の社会的な介護の需要の構成とその特徴－質問紙調査を通して－ 
第 3章 中国大都市における高齢者施設介護職員の労働実態と知識・技術の構成 
第 1節 高齢者介護施設に関する制度政策 
第 2節 高齢者施設介護職の労働実態 
第 3節 高齢者施設介護職の知識と技術の構成 
第 4章 中国大都市における介護職養成の特徴と課題 
第 1節 介護職養成に関する制度政策 
第 2節 高齢者施設の介護職員における教育の現状と課題 
第 3節 短期大学教育の現状と課題－カリキュラムと実習教育を中心に－ 
終章 日本の介護福祉専門職養成の経験と到達点からみた 
   中国大都市における介護福祉専門職養成のあり方 
第 1節 資格取得のあり方 
第 2節 短期大学養成課程における教育内容のあり方 





























護職員の実態としては、中学校卒 44.3％、短期養成を受けたもの 69.3％、週間労働時間 40


















































































































以上から、審査委員会は申請者に対し、本学学位規程第 18 条第 1 項に基づいて「博士(社
会学 立命館大学)」を授与することが適当であると判断する。 
 
